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わたしは、あなたたちのために立てた計画をよく心に留めている、

と主は言われる。それは平和の計画であって、災いの計画ではない。

将来と希望を与えるものである。

（エレミヤ書２９：１１）



☆チャペル・スケジュール☆

時間　１０：３５～１１：０５　　場所　各学部チャペル

◇ランバス早天祈祷会　毎金曜日　午前8：20～8：40　於：ランバス記念礼拝堂（上ヶ原）

　　１月１３日（金）新年を迎えて　　　　　　　　　　　　　　　　細　川　正　義

◇総合政策学部早天祈祷会　毎木曜日　午前８：４０～　　　　　　  於　宗教主事室
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学部合同チャペル

Hyun Kyung Chung（ユニオン神学校教授）

於：法学部チャペル

田　淵　　　結 （宗教主事）

舟　木　　　譲 （宗教主事）

Mark Bell（A.L.E.）

阪神淡路大震災１１周年

於、中央講堂

「バロック音楽について」石浦菜岐佐（理工学部教授）

福　田　豊　生 （総合政策学部教授・学部長）

土　井　健　司 （神学部助教授）

打　樋　啓　史 （社会学部宗教主事）

最終チャペル講話　巻下吉夫（経済学部教授）

English Chapel  Richard Stinson（宣教師）

Teil Band（ノルウェー讃美グループ）

中　道　基　夫 （神学部助教授）

ルスターホルツ　アンドレアス（宣教師）

学年末にあたって　對馬路人（社会学部教授・学部長）

卒業チャペル　根岸　紳（経済学部教授・学部長）

深　山　　　明 （商学部教授・学部長）

2005年度 最終・阪神大震災記念礼拝「あの日を忘れない」松木真一（宗教主事）

１月10日（火）

１月11日（水）

１月12日（木）

１月13日（金）

西宮上ケ原キャンパス学部合同チャペル



　小春日和の午後、照紅葉が光を真っ赤に透かしている。
　キリスト教の暦では年頭にあたるアドヴェント初日、鈴蘭台教会の特別礼
拝で「新たな出会いと感動を求めて」とのメッセージを語った。その「出会
いと感動」がその直後に「到来」するとは知らずに。奉仕を終え、家路に向
かう途中、神戸方面への道路がラッシュでまったく動いていなかった。仕方
なく、抜け道を探すために地図を見たことから出来事は始まった。急ぐ予定
もなかったことが手伝って、迂回して神戸に抜ける道を見つけた。そしてそ
の途上に「外国人墓地」という標記を見出した。近辺の地理に不自由なゆ
え、最初は珍しさぐらいにしか感じていなかったが、ふと一年前に見たある
写真を思い出した。
　一年前、ある学校の教科書の部分執筆を依頼されて、関西学院創立者の父
J．Ｗ．ランバス宣教師のことを調べた時、先生の墓地の写真に出会ったの
だった。それ以来、一度訪ねなければという思いだけがこころに残ってい
た。地図に記されている地名、それは「再度公園」。「ランバス先生は再度
山の麓に眠られている…」との記述も覚えていた。もしや…。
　興奮と緊張を全身に溜めて、外国人墓地に向かった。駐車場から再度公園
をくぐり抜けたが、往きの道では秋の気配など感じる余裕もなかった。しば
らく歩いた突き当たりに、厳重な門が構え立っていた。門には「一般の方は
立ち入り禁止」と厳しい口調で記されていた。がっくりした。せっかくここ
まで辿り着いたのに。いったんはあきらめ車に戻ったが、どうしても気持ち
がおさまらず、叱られた上に断られるのを覚悟で、恐る怖るかつ冷静に無断
で門を開いた。
　正式名称は「神戸市立修法ヶ原外国人墓地」。もともと山と海の境界地で
あり、物品交換が塩によってなされていたことから、「塩ヶ原」ともいうら
しい。それが訛ってか、正式な地名は「下谷」。ランバス先生の墓石は「小
野浜3区52」の場所に建立されていた。この「小野浜」とは神戸にあった居
留地内の地名で、1899年頃その地から移転された墓地が集められ、昔の地名
がそのまま付けられていた。墓地の一番奥に写真で見たままのランバス先生
の墓石が存在した。広大な墓地には見渡す限り人影はない。様々の形の墓石
は不思議な光景だった。その不思議さ以上に秋の自然の生命に囲まれて気持
ちが温かくなり、祈りをささげた。初めての経験だった。
　墓石に記された英語聖書のことば「わたしは、行うようにとあなたが与え
てくださった業を成し遂げて、地上であなたの栄光を現しました」を何度も
読んだ。また墓石の側面に刻まれていた「竹」のデザインを見て、竹一筋に
生きて10年前に帰天した父を思い起こした。私の父はランバス先生と同じ年
齢で亡くなっていた。帰路の紅葉は血のように赤かった。言葉にならない思
いを重ねて、言葉にできない祈りをささげ、神様からの年頭の贈り物に感謝
した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(中学部宗教主事)

福 島 　 旭

新たな出会いと感動～ランバス先生の墓地を訪ねて



●2006年3月10日吉岡記念館竣工

　　正門を入って右側に建設工事をしております吉岡記念館は3月10日に竣工い

　たします。皆様に長い間大変ご迷惑をおかけしておりました。吉岡記念館には

　宗教センター、キリスト教と文化研究センター、神学部事務室、人権教育研究

　室が入ります。本学のキリスト教主義研究・教育および人権教育の拠点として

　スタートいたしますのでよろしくお願いいたします。その他チャペルをサポー

　トする学生団体として、チャペルオルガニスト、聖歌隊、バロックアンサンブ

　ル、ハンドベルクワイア、ゴスペルクワイア、宗教総部も加わります。

　　吉岡記念館に入ったところにラウンジを設けました。皆様の｢出会い｣の場と

　して、様々なプログラムを提供していきますので、お気軽にご利用ください。

●CDライブラリー

　　宗教センター事務室には教会音楽に関するＣＤを備えています。本学学生及

　び教職員であればどなたでも利用できますので、希望者は事務室までどうぞ。

●使用済み切手収集にご協力ください

　　本学では、日本キリスト教海外医療協力会（ＪＯＣＳ）切手部の活動に協力

　し、使用済み切手の収集をしています。記念切手、外国切手だけでなく、通常

　切手も対象としています。宗教センター常設の回収箱にお届けください。

●今号が今年度「チャペル週報」の最終号です

　　２００６年度は４月１０日（月）号からの発行となります。新年度のチャペ

　ルや宗教センター、あるいは宗教活動委員会主催の催し物などのご案内をして

　いきます。また瞑想欄では、教職員の方々によるメッセージやエッセイを掲載

　しますのでご期待ください。
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